
 

 

 

放射光共同利用実験審査委員会速報 
 

実験企画調整担当 小林 克己（KEK・PF） 

 宇佐美徳子（KEK・PF） 

 

2002年 1月 23日、24日に放射光共同利用実験審
査委員会が開かれました。審議の結果、以下のよう
な実験課題、研究会が採択されました。 

 

１．Ｇ型、Ｐ型の審査結果 

 昨年 11月 2日に締め切られた平成 14年度前期の
Ｇ型、Ｐ型の共同利用実験課題申請にはＧ型 171件、
Ｐ型９件の応募があり、Ｇ型 158件、Ｐ型７件（Ｇ
型から移行した課題も含む）計 165件の課題が採択
されました。このほかに保留となった課題が１件あ
りました。採択課題名および申請課題に対する評価
の分布は別表を参考にして下さい。 

 不採択になった理由として、申請書の記述が十分
でない、あるいは論理的に書かれていない、という
ものが目立ちました。審査は申請書に書かれた内容
によってのみ行いますので、審査員に理解して欲し
いことはきちんと書いて下さい。また、Ｐ型申請に
要求されている担当者との事前打ち合わせがない
課題もありました。Ｐ型で申請される場合には必ず
申請前に担当者との打ち合わせを行って下さい。 

また、平成 12年度後期課題申請で保留となって
いた課題は、平成 14 年度前期から有効となる新し
い課題番号を付けて採択されました。 

2002G172  

「神経変性および神経情報伝達機能に関する基
礎研究」   実験責任者：井手 亜理（京都大） 

 

２．Ｓ２型課題、Ｕ型課題の審査結果 

 申請された 3件のＳ２型課題の審査が行われ、協
議の結果、採択となりました。 

2002S2-001 

「分離型Ｘ線干渉計を用いた位相コントラスト法
による生体 in vivo 観察」 

  実験責任者：板井悠二（筑波大） 

2002S2-002 

「半導体・磁性ナノ構造の高分解能光電子分光」 

  実験責任者：尾嶋正治（東京大） 

2002S2-003 

「非走査型蛍光Ｘ線イメージング法によるアクテ
ィブ計測技術の開発」 

  実験責任者：桜井健次（物質・材料研究機構） 

 

また、前回の PAC 以降、Ｕ型課題が２件申請さ
れ、採択されています。 

2001U004 

「軟Ｘ線吸収・発光分光による超伝導２硼化物の部
分電子状態密度の研究」 

実験責任者：山田修義（電通大） 

2001U005 

「室温強磁性半導体 ZnGeP2:Mn の光電子分光によ
る研究」 

実験責任者：藤森 淳（東京大） 

 

３．PF研究会 

 14年度前期に開催される PF研究会として以下の
提案が採択されました。また、将来計画を検討する
ための研究会を開催することも承認されました。 

「VUV 領域放射光を用いた物性基礎研究の最前
線」       提案者：伊藤健二（物構研） 

  開催予定時期  平成 14年 5月 

  

４．協力ビームライン 

 平成 11 年から協力ビームラインとして運営され
ていたAR-NE5C･MAX80･MAX90に関わる覚書が、
３年間延長されることになりました。その協力グル
ープ名は以下の通りです。 

 高温高圧実験装置ユーザーグループ（代表者：

筑波大、加藤 工） 
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物質構造科学研究所セミナー 
 

（02-01） 

題 目 ２次元有機伝導体における磁場誘起超伝導現象 

講 師 宇治進也氏（物質・材料研究機構、ナノ・マテリアル研究所） 

日 時 2002年 1月 11日（金）14:00～15:00 

 

 

 

放射光セミナー 

（01-13） 

題 目 Collective properties of the shape resonance features in K-shell photoionization of CO2 

講 師 Prof. A.A. Pavlychev (Institute of Physics, St. Petersberg University) 

日 時 2001年 11月 22日（木）15:30～16:30 

 

（01-14） 

題 目 Medical Research at KSRS 

講 師 Professor Nedoresov Vladimir（Kurchatov研究所・放射光研究所） 

日 時 2001年 12月 8日（土）10:30～12:00 

 

（01-15） 

題 目 Low Energy Physics with Positrons: Trapping, Cooling and Scattering Experiments 

講 師 Dr. James Sullivan（物質構造科学研究所学振外国人特別研究員）  

日 時 2001年 12月 7日（金）15:00～16:00 

 

（02-01） 

題 目 Fully Integrated Protein Crystallography (PX) Beamline Control System at the Swiss Light Source  

      - ALL YOUR DEVICE ARE BELONG TO US - 

講 師 富崎 孝司氏（Swiss Light Source）  

日 時 2002年１月 10日（木）14:00～15:00 

 

 

＊最新の情報はホームページ（http://pfwww.kek.jp/pf-seminar/index.html）をご覧下さい。 
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放射光研究施設関係外国人訪問者一覧 

 

平成 14 年 2 月 1 日現在 

受入教官 カテゴリー 氏名 国籍 所属・職 滞在期間 研究課題 

柳下 
文部科学省 
外国人研究員 

CHEREPKOV, 
Nikolay 
Alekseyevich 

ロシア 
連邦 

国立航空技術大
学 教授 

13. 5. 24～
14. 5. 20 

配向分子からの光電子の
角度分布測定による完全
実験 

若槻 
文部科学省 
外国人研究員 

GAPONOV, Iouri 
Alexandrovich 

ロシア 
連邦 

ロシア固体化学
研究所 

13. 6. 2～
14. 5. 25 

ハイスループットなX線蛋
白質結晶構造解析ビーム
ラインのユーザーフレン
ドリーなソフトウェアの
開発研究 

東 
 

日本学術振興会 
外国人特別研究
員 

Sternberg, 
James 
Brian 

ア メ リ
カ 合 衆
国 

テネシー大学 
助手 

12. 3. 1～
14. 2. 28 

原子の多電子光励起過程
の研究 

東 
 

日本学術振興会 
外国人特別研究
員 

Harries, James 
Robert 

英 国 
マンチェスター
大学 
非常勤研究員 

12.5.10 ～
14.5.9 

放射光による軽原子の多
電子光励起とイオン化 

東 

日本学術振興会 

外国人特別研究
員 

Sullivan, James P. 
オ ー ス
ト ラ リ
ア 

カリフォルニア
大学 

13.11.25 ～
15.11.24 

原始の3電子光過程の研究

平成 14 年２月１日現在で、滞在中の文部科学省外国人研究員、日本学術振興会関係招へい研究者及び外国人来訪研究

員を掲載しております。 

 

 

第 24 回物質構造科学研究所運営協議員会議事次第 
 
日 時 平成 14 年 1 月 18 日（金） 13:30～ 
場 所 管理棟大会議室 
議 事 １．報告 
 （１）所長報告  
 （２）各施設等報告 
 （３）その他 
 ２．協議 
 （１）平成 14 年度機構内予算分配方針（案）について 
 （２）教官公募（案）について 中性子線源研究系 助手 1 名（人事委員会委員選出） 
 （３）次期所長候補者の選考等について 
 （４）教官の人事について  物質科学第三研究系 助教授 １ 名 [01-1] 
 （５）   〃    物質科学第二研究系 助 手 １ 名 [01-3] 
 （６）   〃    物質科学第二研究系 助 手 １ 名 [01-4] 
 （７）   〃    放射光源研究系   助 手 若干名 [01-5] 
 （８）その他 
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平成14年度第一期ビームタイム配分結果一覧
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